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明るく住みよいまちを目指して自治会に加入しましょう

　越谷市自治会連合会では、住みよい地域社会　越谷市自治会連合会では、住みよい地域社会
の創造を目指し、地域の様々な課題を解決するの創造を目指し、地域の様々な課題を解決する
べく、特色ある活動等を行っている自治会に対べく、特色ある活動等を行っている自治会に対
し、毎年度その功績を称え、表彰しています。し、毎年度その功績を称え、表彰しています。
　例年、1月下旬から 2月中旬にかけて特徴的　例年、1月下旬から 2月中旬にかけて特徴的
な活動をしている自治会を募集し、3月に開催な活動をしている自治会を募集し、3月に開催
される検討委員会において審査を行い、受賞自される検討委員会において審査を行い、受賞自
治会を決定しています。治会を決定しています。
　次ページ以降では、団体表彰事業受賞自治会　次ページ以降では、団体表彰事業受賞自治会
の具体的な事業内容を紹介します。の具体的な事業内容を紹介します。

令和３年度令和３年度
団体表彰事業受賞自治会を紹介します団体表彰事業受賞自治会を紹介します
令和３年度の団体表彰事業受賞自治会は、次の３自治会となります。
弥栄町四丁目自治会

弥栄町四丁目安全パトロール隊
蒲生三丁目自治会
町内の活性化

グラン・プラーザ新越谷自治会
Zoomを利用したWeb会議の導入

弥栄町四丁目

グラン・プラーザ新越谷

蒲生三丁目



こしがや自治連だより第７２号 （2）

◆運転者（同乗者を含む）へ呼びかけるもの　「ゆとりある　心と車間の　ディスタンス」
主催：毎日新聞社　令和３年使用交通安全年間スローガン

等
の
告
知
方
法
を
、
掲
示
板
に
貼
り
だ

す
ポ
ス
タ
ー
は
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
で
イ

ラ
ス
ト
・
写
真
等
を
取
り
入
れ
目
立
つ

表
題
の
ポ
ス
タ
ー
に
改
善
、
全
世
帯
向

け
の
案
内
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
全
面
カ

ラ
ー
印
刷
で
イ
ラ
ス
ト
、写
真
を
入
れ
、

行
事
で
使
用
出
来
る
金
券
・
抽
選
券
等

を
記
載
、
全
世
帯
に
配
布
、
参
加
者
は

当
日
、
会
場
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参

す
る
方
法
に
替
え
た
。
又
自
治
会
主
力

行
事
開
催
後
、
会
場
の
様
子
を
両
面
カ

ラ
ー
印
刷
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
自
治
会

だ
よ
り
」を
全
世
帯
に
配
布
。
催
し
物
、

模
擬
店
、
福
引
風
景
等
会
員
が
楽
し
み

喜
ん
で
い
る
様
子
を
写
真
や
コ
メ
ン
ト

を
入
れ
た
書
面
を
毎
回
作
成
、
裏
面
に

は
「
自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
と
し

て
、
今
後
の
行
事
予
定
と
計
画
案
等
も

記
載
、
全
会
員
に
対
し
て
行
事
計
画
を

早
目
に
知
ら
せ
る
事
に
し
ま
し
た
。

　

以
上
改
善
、
改
革
し
た
事
で
年
々
会

員
の
方
達
が
自
治
会
に
対
す
る
見
方
が

変
わ
り
、
協
力
、
支
援
等
が
増
し
、
行

事
等
の
参
加
率
が
年
々
増
加
、
地
域
一

番
の
賑
わ
い
を
得
る
事
が
出
来
た
。
又

参
加
者
が
増
え
る
事
で
会
員
同
士
の
挨

拶
か
ら
の
交
流
が
生
ま
れ
、
絆
の
輪
が

広
が
り
、
自
治
会
の
仲
間
と
し
て
の
共

助
が
生
ま
れ
た
。

　

自
治
会
の
広
報
活
動
経
費
は
カ
ラ
ー

印
刷
費
等
で
以
前
の
３
倍
位
増
額
に
な

る
が
そ
れ
以
上
に
自
治
会
活
動
が
、
活

性
出
来
た
事
で
、
自
治
会
内
に
安
心
・

安
全
な
一
体
感
が
芽
生
え
た
事
も
報
告

い
た
し
ま
す
。 

　

令
和
元
年
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
発
生
、
人
の
交
流
は
自
粛
要
請

に
な
り
、
自
治
会
活
動
も
自
粛
中
の
現

在
、
早
く
収
束
し
て
皆
さ
ん
と
喜
び
、

楽
し
み
が
出
来
る
事
を
期
待
し
、
待
ち

わ
び
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
・
プ
ラ
ー
ザ
新
越
谷
自
治
会

�

会
長
　
河
内
　
英
規

　

令
和
２
年
度
に
グ
ラ
ン
・
プ
ラ
ー
ザ

新
越
谷
自
治
会
（
以
下
、「
当
自
治
会
」

弥
栄
町
四
丁
目
自
治
会

�

会
長
　
宗
宮
　
好
和

　

新
方
川
右
岸
に
あ
る
弥
栄
町
の
な
か

で
四
丁
目
は
一
～
三
丁
目
よ
り
５
年
程

遅
れ
て
宅
地
開
発
が
行
わ
れ
、
昭
和
51

年
に
新
興
住
宅
地
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
自
治
会
も
こ
の
年
に
設
立
さ
れ
、

弥
栄
町
連
合
協
議
会
に
加
わ
り
、
上
位

の
新
方
地
区
自
治
会
連
合
会
の
メ
ン

バ
ー
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
と
61
年
の
台
風
に
よ
る
弥

栄
町
一
帯
の
浸
水
被
害
は
、
住
民
に
は

文
字
通
り
寝
耳
に
水
で
し
た
。
自
治
会

で
は
お
に
ぎ
り
を
配
っ
た
り
、
市
の
依

頼
で
各
戸
の
被
害
状
況
調
査
も
し
ま
し

た
。
こ
の
浸
水
被
害
に
は
二
度
と
も
国

の
激
甚
災
害
指
定
を
受
け
新
方
川
の
改

修
、排
水
設
備
の
改
良
な
ど
が
行
わ
れ
、

以
後
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
弥
栄
四
丁
目
を
悩
ま
せ
た
の

は
、
不
審
者
の
徘
徊
、
空
き
巣
狙
い
、

そ
れ
に
火
災
で
し
た
。
こ
れ
を
撲
滅
し

よ
う
と
平
成
15
年
末
に
有
志
に
よ
っ
て

「
弥
栄
町
四
丁
目
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
日
午

前
・
午
後
の
町
内
巡
回
、
日
曜
夜
７
時

の
夜
回
り
が
行
わ
れ
、
平
成
25
年
４
月

に
は
隊
員
数
77
名
（
男
性
61
名
、
女
性

16
名
）
を
記
録
し
ま
し
た
。
写
真
の
よ

う
に
子
供
会
の
親
子
も
参
加
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
は
こ
の
活
動
を

支
援
し
、
ま
た
感
謝
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
町
内
の
街
灯
を
す
べ
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
取
り
替
え
た
り
、
消
火
器
を
町
内

29
箇
所
に
設
置
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
四
丁
目
の
住
民
の
間
の
絆

を
よ
り
堅
く
す
る
た
め
に
、「
弥
栄
町

四
丁
目
を
も
っ
と
知
ろ
う
！
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
1
回
目
を
開
い
た
だ
け
で
中
断
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

蒲
生
三
丁
目
自
治
会

�

会
長
　
大
熊
　
貞
夫

　

蒲
生
三
丁
目
自
治
会
が
平
成
28
年
度

か
ら
４
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

蒲
生
地
区
は
越
谷
市
の
最
南
端
に
あ

り
、
蒲
生
地
区
内
の
自
治
会
組
織
は
31

団
体
と
聞
い
て
お
り
ま
す

　

蒲
生
三
丁
目
自
治
会
は
中
心
部
を
産

業
道
路
、
越
谷
・
八
潮
線
が
通
り
、
柿

木
県
道
、
蒲
生
駅
前
通
り
等
の
交
差
点

を
基
点
に
、
戸
建
住
居
と
産
業
道
路
の

両
側
は
各
種
の
お
店
・
事
業
所
が
立
ち

並
ぶ
町
会
で
す
。

　

従
来
か
ら
自
治
会
活
動
は
実
施
し
て

お
り
ま
し
た
が
自
治
会
会
員
の
関
心
が

薄
い
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
ど

う
す
る
事
で
、
町
内
が
活
性
化
出
来
る

か
検
討
し
た
結
果
、
会
員
に
対
す
る
対

話
が
少
な
い
と
感
じ
、
自
治
会
の
行
事

等
の
告
知
方
法
を
改
善
す
る
、
今
ま
で

の
告
知
方
法
は
７
箇
所
あ
る
掲
示
板
に

簡
単
な
お
知
ら
せ
の
ポ
ス
タ
ー
と
、
全

世
帯
向
け
の
案
内
は
回
覧
板
方
式
だ
っ

た
の
で
、
見
た
時
は
分
っ
て
い
た
と
し

て
も
思
い
違
い
や
見
落
し
等
で
、当
日
、

不
参
加
者
が
出
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ

る
為
、
平
成
28
年
度
か
ら
自
治
会
行
事

３
令
和

年
度

地
域
の
防
犯
・�

�
防
災
対
策
事
業

町
内
の
活
性
化

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た�

�

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
導
入

団
体
表
彰
事
業
受
賞
自
治
会



こしがや自治連だより 第７２号（3）

◆歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの　「ママなんで？　赤は止まると　習ったよ」
主催：毎日新聞社　令和３年使用交通安全年間スローガン

　「自治会は災害から守る頼みの綱（自治
会加入促進キャンペーン）」「自治会で安全・
安心の輪を広げよう（自治会活動促進キャ
ンペーン）」と記した二種類ののぼり旗を作
成し、全自治会に配布して掲示していただ
き、自治会加入等の啓発を図りました。

　自治会加入世帯及び
未加入世帯に対し、自
治会活動の重要性を
周知するため、自治会
活動 PR マスクを作成
し、配布しました。

　また、新型コロナウイルス感染拡大により自治
会活動が中止となる中、対策を講じた上で事業
を再開するため、顔認証体表面温度測定器を購
入しました。

　新型コロナウイルスの
影響でイベントの中止が
続く中、密集せずに行え
るイベントとして、全世
帯に花火を配布し、地
区体育祭開催予定日で
あった日に各家庭で同時
に花火を楽しんでいただ
く「荻島地区おうちで花
火大会」を開催しました。

　幅広い世代に向
けた情報伝達や、
場所や時間を問わ
ずに情報の閲覧が
可能となる連合会専
用のホームページを
作成し、活動内容
の紹介や自治会に
関する周知啓発を
行いました。

　自治会加入促進及び防犯ののぼりを
作製して各自治会に配布し、街頭に掲
げることで、自治会への加入促進をア
ピールしました。
　また、ジャンパー・帽子を作製し、各
種イベントで着用し団結を図りました。

　コロナ禍における自治会
事業への参加者の安全管理
を目的として、大袋地区内
50自治会へ「非接触型温度
計」を購入し、測定時に被
測定者側に「自治会に加入し
ましょう！」と書いたシール
を貼付・掲示することで自治
会加入の必要性を啓発しま
した。

　令和元年度から３年度までの３年間、越谷市から交付される自治会加入促進事業交付金（各年度 50万円）を活用し、自治会連
合会及び連合会各支部では、自治会加入促進のための様々な事業を実施しています。

と
い
う
。）
で
行
っ
た
事
業
活
動
「
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
導

入
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

当
自
治
会
は
、
２
棟
か
ら
な
る
集
合

住
宅
を
所
掌
す
る
組
織
で
す
。

　

昨
年
度
初
頭
か
ら
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
を
受
け
、
住

居
民
、
自
治
会
役
員
、
班
長
等
へ
の
感

染
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
軽
減
し
、
以
て

エ
リ
ア
内
の
安
心
安
全
を
担
保
す
べ

く
、年
度
当
初
（
令
和
２
年
４
月
１
日
）

よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、

１
）�

役
員
間
の
情
報
共
有
は
、
Ｌ
ｉ
ｎ

ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
で
の
情
報
共
有

と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

２
）�

班
長
向
け
情
報
授
受
は
、
Ｌ
ｉ
ｎ

ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
（
非
開
示
）

の
活
用
で
す
。

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
は
集
会
場
で
の
直
接
対

面
式
の
会
議
（
定
例
月
次
役
員
会
・
各

種
実
施
事
業
の
説
明
会
等
々
）
を
経
ず

に
自
治
会
活
動
の
実
施
が
可
能
と
な

り
（
実
際
に
親
睦
目
的
の
イ
ベ
ン
ト
は

中
止
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
自
治
会

活
動
は
遅
滞
な
く
実
施
出
来
ま
し
た
）、

又
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
で
は
役

員
間
の
情
報
伝
達
や
個
別
案
件
（
各
役

員
担
当
業
務
の
展
開
）
が
直
接
対
面
を

す
る
こ
と
な
く
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
局
面
に

お
い
て
も
、
最
低

限
の
自
治
会
活
動

を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

令和２年度に実施した令和２年度に実施した
自治会加入促進事業の事例を紹介します自治会加入促進事業の事例を紹介します

桜井地区連合自治会

増林地区自治会連合会

越谷市自治会連合会荻島支部

越谷市自治会連合会

新方地区自治会連合会

大袋地区自治会連合会



こしがや自治連だより第７２号 （4）

こ
し
が
や
自
治
連
だ
よ
り

事
務
局
　
越
谷
市
越
ヶ
谷
四
｜
二
｜
一

発
行
人
　
越
谷
市
自
治
会
連
合
会

（

令
和
３
年
10
月
１
日
発
行

◆『架空請求』や『振り込め詐欺』が多く発生しています◆
不安を感じた場合は、すぐに警察署・消費生活センターなどに相談してください。

越
谷
市
役
所
市
民
活
動
支
援
課
内

会
長
　
石
㟢
　
一
宏

）

　各自治会において、様々な
活動をより円滑に進めること
ができるよう、イベント時等
に貸し出す会議用机及び拡
声器を新調しました。
　また、新型コロナウイルス
感染症の収束が見込めない

ことから、飛沫感染拡大防止用パーテーションを購入し、貸出をす
ることにより、感染リスクを減らし、自治会活動の停滞を防ぐこと
が期待されています。

　地区内在住
者を対象にボッ
チャ大会を開催
し、健康の増進
を図るとともに、
参加者相互のコ
ミュニティづく

りとレクリエーション活動の推進を図りました。また、大会名に「自
治会加入促進事業」と冠し、広報などで周知することにより、自
治会加入促進のための PR 活動を行いました。

　大沢地区自治会連合会のＨＰ「おおさ
わ」を立ち上げ、地区内の様々な行事
や自治会活動について情報発信を行い
ました。
　また、HPに自治会加入案内のページ
を設け、自治会に加入する意義やメリッ
トについて紹介しました。

　各自治会で自家発電機を
備えることにより、台風など
の自然災害や地震への防災
対策に取り組んでいる事を地
域住民に周知し、自治会活
動の重要性や加入するメリッ
トなどを自治会長や役員を通
じて、伝えるとともに地域コ
ミュニティの活性化を図る事
ができました。

　出羽地区自治会に、「出羽自治会加入促進事業」の名入りボート
等を準備し、災害対策への準備をアピールし、自治会加入促進を図
りました。

　なんこし自治会優待カード
協力店への啓発のぼりを設置
しました。また、なんこし自
治会優待カードの利用促進及
び自治会未加入者へのリーフ
レットを作成しました。
　南越谷地区LINE普及宣伝事業
における抽選会の賞品の一つと

して「なんこし自治会優待カード事業」の
協力店舗で使える利用券を配布しました。

　新たに成人になった地域
の若者に越ヶ谷地区自治会
連合会の活動をアピールす
るため、新成人へのお祝い
に際し、自治会連合会の啓
発品としてボールペンを配
布しました。また、自治会
加入をすすめる際に配布で
きる粗品としてタオルを作
成しました。

　自治会加入世帯に対し、防災関連
啓発品を配布します。
　３年間かけて計画的に啓発品を購
入し、すべてを購入した後に、一斉
に自治会加入世帯へ配布する予定と
なっています。
　なお、令和２年度は事業開始２年
目となります。

蒲生地区自治会連合会

大相模自治会連合会

越谷市大沢地区自治会連合会

川柳地区自治会連合会

越谷市自治会連合会出羽支部

南越谷地区自治会連合会

越ヶ谷地区自治会連合会

北越谷地区自治会連合会


